
地域における男女共同参画を推進するためのプログラムデザイン

中高校生と大学生と交流を軸に教師と大学、男女共同参画センターが連携し、ジェンダー
平等な地域づくりを目指す

事業
目的

内容

方法
手段

【大学生、高校生、教
師】
・男女共同参画、ジェン
ダーに関する基礎知識

・関連図書や映画やテレ
ビドラマなど動画なども
観る

・男子校、女子校、別学
について

・多様な性に対する理解

課題の整理と共有 課題解決に向けた方策

【大学生】
事前勉強会をし、それぞれがもつ
問題意識を共有する。
【高校生】
・生徒の事前アンケートを取り回
収。生徒達の現状を知る

①生徒達が感じる男子校のメリット、デ
メリット

②性別役割分担について

③女性は癒やしの存在か？

【教師】
他校のジェンダープログラムなどについ
て知る

情報誌や関係書籍の提供

男女共同参画推進
の理解

情報収集、現状把握

連携先

事業
プロセス

【事業名】男子校へのジェンダー教育プログラム～大学生と共に

振り返り

教員の８割も男性である中高一貫の男子校において、女性は男性のケアをし、癒やしてくれる存在だという意識があり、女性の教員にセクハラともとれる発言も日常化している。
また、ホモソーシャルは時に男子学生のプアプレッシャーにもなりうる。

問題
現状

一橋大学 桐朋学園

評価
指標

生徒感想（６０％）大学生感想（３０％）、保護者アンケート

・授業実施した大学生と
の反省会

・生徒の感想回収

・学校の先生の感想回収

・次年度へ向けての話し
会い

・記録を作成

・生徒への授業実施

・大学生の自己紹介から簡単なライ
フストーリーを聞く
事前アンケートを見やすく、グラフ
したものを授業の見る

→実際目にしたデータから気づいた
ことや大学生話しを聞き気付いたこ
と、グループで話し合う。

動画を見る
→話すことを希望した生徒に自分の
言葉で話してもらう

授業後、希望者は大学生とフリータ
イム

・学校の現状を踏まえで、大学生と
教師達と話しあい、指導案を作成。

生徒に伝わるような工夫をする。
動画や漫画なども活用する

【大学生】
ジェンダーにまつわる失敗などの経
験を話す。

【教師】
事前学習のサポート、大学生との打
ち合わせ

指導要綱作成と実施者との話し会い大学生と事前の打ち合わせ、生徒たちに事前
アンケート

授業（対面形式ワークショップ） 反省会

対象
定員

桐朋高校１年 ２４０名 （1クラス40名✕６）授業はクラスごと

教員向け研修２回 生徒６回 保護者向け講演１回
期間
回数

予算 )

事業
目標

私立男子校での実践を元にコンテンツとして完成させ、市内公立中学や高校へにも提案し
各学校に導入する。

実施
体制

主催 進行 パラソル 一橋大学 場所 桐朋学園

【位置づけ】国立市代５次男女平等・男女共同参画推進計画
番号３ 男女平等・男女共同参画を推進

課題 男子だけであるという特殊な環境にいる教師、生徒がジェンダー視点をもつようになること。保護者にも情報を提供すること。大学との連携を一層ふかめること

独立行政法人国立女性教育会館 令和5年度「地域における男女共同参画推進のための事業企画研修」


